
ちば県議会だより  令和元年［2019年］11月5日（火曜日）

次回「ちば県議会だより」の発行日は令和2年2月5日の予定です。

千葉県議会　　　検索発行 編集 電話 043（223）2523 FAX 043（222）4073

　台風15号および19号により、亡くなられた
方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに、被
災された皆さまに心からお見舞い申し上げます。
　本県においても、記録的な暴風雨により広い地
域で住宅被害や停電、断水などに見舞われ、農林
水産業にも甚大な被害が発生しています。
　県民の生活や経済活動に深刻な被害をもたら
している台風被害に対し、国や関係機関、県内外
からのボランティアの皆さまより大変多くのご支
援・ご尽力をいただきましたことに、深く感謝を
申し上げます。
　県議会におきましては、9月27日に台風15号
に関する意見書を可決し、国に対して支援の要請
を行いました。今後も、被災された方々の生活が
一日でも早く以前の生活に戻れるよう、災害復旧
や復興に向けた取り組みを県執行部をはじめと
する関係機関と力を合わせて進めてまいります。
　私たち県民が一丸となって復興に取り組むこ
とにより、以前にも増して活力ある千葉県を取り
戻せることを確信しております。

千葉県議会議長　　阿井　伸也

　県議会は、9月20日に会議を開催し、台風15号
に伴う被災地支援のため、質問日を1週間延期す
るなど日程を変更しました。

　9月定例県議会において、議員提案による「千葉県子どもを
虐待から守る条例の一部を改正する条例」が全会一致で可決
されました（令和元年10月18日施行）。
　この条例改正は、本年1月に野田市で発生した女児虐待死
事件や児童虐待防止法等の一部改正を踏まえ、今できる改正
を速やかに行うことで、児童虐待防止対策の充実・強化を図
ることを目的としています。

　主な改正内容は、保護者によるしつけに際しての体罰禁止を明文化するとともに、児
童虐待の早期発見に努め、連携を図るべき関係機関等として、警察や教育委員会、配偶
者暴力相談支援センター等を明記しました。
　また、条例に基づく基本計画に、児童虐待死亡事例検証報告を踏まえた取り組みや虐
待対応マニュアルの実践の状況についての評価等を定めることを新たに規定しました。
　さらに、県は、児童相談所の設置を目指す市と緊密な連携を図るとともに、必要な支
援を行うことを規定しました。
　加えて、本条例改正に伴う児童虐待防止対策のさらなる強化を求める附帯決議が可
決されました。

「子どもを虐待から守る条例の一部改正」を可決

　
9
月
定
例
県
議
会
は
、9
月
13
日
に
招
集
さ
れ
、10
月
10
日
ま
で
の

28
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
日
に
は
、議
長
の
諸
般
の
報
告
に
続
き
、令
和
元
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
等
の
議
案
14
件
、報
告
3
件
お
よ
び
決
算
認
定
に
つ
い
て

が
上
程
さ
れ
、知
事
か
ら
提
案
理
由
説
明
と
台
風
15
号
の
被
害
状
況
、

県
政
の
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
9
月
20
日
に
は
、台
風
15
号
の
被
害
対
応
、被
災
地
支
援
の
た
め
議

事
予
定
の
変
更
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
9
月
27
日
の
質
問
初
日
に
は
、「
令
和
元
年
台
風
15
号
に
関
す
る
意

見
書
」が
上
程
さ
れ
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、議
員
発
議
に
よ
る

「
千
葉
県
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

が
上
程
さ
れ
、提
出
者
の
趣
旨
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
9
月
27
日
か
ら
6
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
代
表
質
問
お
よ
び

一
般
質
問
は
、26
名
の
議
員
が
登
壇
し
、財
政
問
題
を
は
じ
め
、防
災
対

策
、福
祉
、道
路
、教
育
問
題
等
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　
10
月
1
日
に
は
、令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）が
追

加
上
程
さ
れ
、知
事
か
ら
提
案
理
由
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
常
任
委
員
会
は
、10
月
7
日
に
開
催
さ
れ
、付
託
さ
れ
た
議
案
・

請
願
・
発
議
案（
千
葉
県
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
）に
つ
い
て
、具
体
的
・
専
門
的
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
閉
会
日
に
は
、各
常
任
委
員
会
委
員
長
の
審
査
結
果
報
告
、討
論
が

行
わ
れ
、採
決
の
結
果
、議
案
、発
議
案（
千
葉
県
子
ど
も
を
虐
待
か
ら

守
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）に
つ
い
て
は
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、議
員
発
議
案
19
件
の
う
ち
附
帯
決
議
1
件
、意
見
書
4
件
を

可
決
し
、今
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
全
て
の
案
件
の
審
議
を
終
了
し
ま

し
た
。 9

月
定
例
県
議
会
の
あ
ら
ま
し

▼
台
風
15
号
へ
の
対
応

▼
児
童
虐
待
防
止
対
策

▼
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

▼
水
災
害
に
対
す
る
防
災
力
の
向
上

▼
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

▼
交
通
安
全
対
策

自 民 党

斉
さい

藤
とう

　守
まもる

 議員
（船橋市）

▼
台
風
15
号
の
災
害
対
策

▼
千
葉
県
に
お
け
る
D
V
対
策

▼
終
活
支
援
の
推
進

▼
県
の
マ
ン
シ
ョ
ン
政
策

▼
サ
イ
バ
ー
攻
撃
対
策

▼
幕
張
新
都
心
若
葉
住
宅
地
区
の
幕
張

ベ
イ
パ
ー
ク

立 憲 民

河
こう

野
の

　俊
とし

紀
のり

 議員
（千葉市美浜区）

▼
台
風
被
害

▼
成
田
空
港
の
成
長
戦
略

▼
受
動
喫
煙
対
策

▼
県
立
病
院
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性

▼
君
津
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
最
終
処
分
場

▼
学
校
給
食

千 葉 民

竹
たけ

内
うち

　圭
けい

司
じ

 議員
（千葉市緑区）

▼
台
風
15
号

▼
知
事
の
政
治
姿
勢

▼
救
急
医
療
・
防
災
対
策

▼
福
祉
政
策

▼
教
育
問
題

▼
警
察
等
に
関
す
る
課
題

公 明 党

赤
あか

間
ま

　正
まさ

明
あき

 議員
（市川市） 質

問
項
目
は
、主
な
項
目
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
項
目
は
、

千
葉
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

千
葉
県
議
会
　
質
問
項
目
　

9
月
　
検
索

9月27日（金）9月30日（月）

台風15号および19号に関する
議長メッセージ

被災地支援のため議事日程を変更

　9月定例県議会にお
いて、千葉県の平成30
年度一般会計および特
別会計の決算を審査
するため、決算審査特
別委員会が設置されま
した。

「決算審査特別委員会」の設置

■委員名簿
会 派 名 委　員　名

自 民 党

◎ 伊　藤　昌　弘 ◯ 斉　藤　　　守
岩　井　泰　憲 中　村　　　実
伊豆倉　雄　太 川　名　康　介
伊　藤　　　寛 宮　坂　奈　緖
田　中　幸太郎 宮　川　　　太

立憲民 網　中　　　肇 安　藤　じゅん子
千葉民 礒　部　裕　和 平　田　悦　子
公明党 藤　井　弘　之 田　村　耕　作
共産党 加　藤　英　雄

◎委員長　○副委員長 令和元年10月4日現在

代
表
質
問

武田正光議員による改正趣旨の説明

阿井議長から高市総務大臣に意見書を提出

会　派　名 略称 議員数
自由民主党千葉県議会議員会 自民党 53人
立憲民主党千葉県議会議員会 立憲民 １0人
千葉民主の会 千葉民 9人
公明党千葉県議会議員団 公明党 8人
日本共産党千葉県議会議員団 共産党 2人
千翔会 千翔会 2人
平和の党 平和党 1人
社民党 社民党 1人
千葉県民の声 県民声 1人
市民ネットワーク 市民ネ 1人
北総ダッシュの会 北総ダ 1人
リベラル民主 リベ民 1人
無所属議員 無所属 4人

会派別議員数

定数94人  現員94人 （令和元年10月10日現在）
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に
適
用
し
た
。

　

引
き
続
き
、
同
制
度
の
適
用
を
進
め

る
と
と
も
に
、
適
用
外
の
地
域
に
も
県

単
独
で
支
援
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。

　

そ
の
他
、
生
活
再
建
に
必
要
な
資
金

を
貸
し
付
け
る
事
業
や
、
住
宅
補
修
等

に
か
か
る
被
災
者
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
の
利
子
補
給
事
業
の

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
災
害
で
は
、
従
来

の
支
援
制
度
で
は
対
象
に
な
ら
な
い
住

宅
の
一
部
損
壊
に
つ
い
て
も
、
市
町
村

が
補
助
を
行
う
場
合
に
国
が
支
援
を

行
う
こ
と
と
な
り
、
県
と
し
て
も
、
市

町
村
の
負
担
が
で
き
る
限
り
少
な
く

な
る
よ
う
、
協
調
し
て
支
援
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

問
　
被
害
額
も
極
め
て
大
き
い
今
回
の

台
風
15
号
に
関
し
、
あ
ら
ゆ
る
支
援

の
要
請
を
国
に
対
し
て
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

こ
の
た
び
の
台
風
で
は
、
記
録
的

な
暴
風
雨
に
よ
り
、
広
範
囲
で
長
期
間

に
わ
た
る
停
電
や
断
水
が
発
生
し
、
県

民
生
活
は
も
と
よ
り
、
農
林
水
産
業
や

中
小
企
業
な
ど
に
も
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
て
い
る
。

台

風

15

号

へ

の

対

応

問
　
台
風
被
害
の
復
旧
や
被
災
者
の

支
援
に
向
け
て
、
予
算
で
は
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答　

今
回
の
台
風
15
号
は
、
広
範
囲
で

長
期
に
わ
た
る
停
電
や
断
水
、
膨
大
な

数
の
住
家
損
壊
、
過
去
最
大
級
の
農

林
水
産
業
被
害
な
ど
、
県
民
に
と
っ
て

極
め
て
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お

り
、
復
旧
・
復
興
の
た
め
の
補
正
予
算

編
成
は
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　

県
で
は
、
被
災
者
に
少
し
で
も
安
心

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ま
ず
は
、
施
設

の
再
建
の
た
め
の
融
資
や
利
子
補
給

を
速
や
か
に
実
行
す
る
た
め
の
補
正
予

算
案
を
、
今
議
会
中
に
追
加
提
案
す

る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
被
災
者
の
生
活
や
県
内
産

業
の
復
興
、
被
災
地
の
復
旧
に
向
け
て
、

万
全
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
た
め
、
市

町
村
や
関
係
者
等
の
意
見
を
十
分
に

聞
き
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
補
正
予
算
案

を
作
成
し
、
12
月
議
会
に
提
案
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
　
被
災
者
の
生
活
再
建
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

県
で
は
、
住
宅
の
復
旧
は
最
優
先

で
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
認
識
し
て
お

り
、
県
営
住
宅
等
の
無
償
提
供
や
、
住

宅
の
補
修
工
事
が
で
き
る
業
者
の
情
報

提
供
、
住
宅
被
害
に
関
す
る
相
談
窓
口

の
設
置
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
住
宅
が
全
壊
し
た
り
、
大
規

模
な
損
壊
を
受
け
た
世
帯
等
に
支
援

金
を
支
給
す
る
国
の
制
度
を
、
基
準
に

達
し
た
館
山
市
、
南
房
総
市
、
鋸
南
町

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
県
は
国

に
対
し
、
激
甚
災
害
の
早
期
指
定
や

特
段
の
支
援
を
要
望
し
、
激
甚
災
害

に
つ
い
て
は
内
閣
府
か
ら
極
め
て
短
い

期
間
で 

「
指
定
見
込
み
」
と
公
表
さ

れ
た
。

　

ま
た
、
被
災
し
た
農
林
漁
業
者
等
へ

の
支
援
や
、
被
災
市
町
村
で
大
量
に
発

生
し
て
い
る
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
要

す
る
財
政
負
担
の
軽
減
な
ど
に
関
し

て
も
、
関
係
各
省
に
対
し
、
早
急
に
措

置
し
て
も
ら
え
る
よ
う
要
望
し
た
。

　

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
国
や
市
町
村
、
関
係
団

体
と
連
携
し
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。 

　

引
き
続
き
、
国
か
ら
の
支
援
が
得
ら

れ
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

問
　
被
災
し
た
中
小
企
業
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答　

県
内
41
市
町
村
に
災
害
救
助
法

が
適
用
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
県
で

は
、
被
災
中
小
企
業
の
設
備
復
旧
等
の

資
金
繰
り
を
支
援
す
る
た
め
、
県
制
度

融
資
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
の
利

用
枠
を
す
で
に
設
け
た
。

　

ま
た
、
被
災
し
た
中
小
企
業
が
早
期

に
事
業
復
旧
し
、
経
営
の
安
定
を
図
る

た
め
に
は
、
こ
の
資
金
を
利
用
し
や
す

く
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
金
利
負
担
を
軽
減
す
る
利

子
補
給
に
つ
い
て
も
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
国
に
お
い
て
も
、
県
か
ら

の
要
望
を
踏
ま
え
、
被
災
中
小
企
業
へ

の
支
援
策
と
し
て
、
災
害
復
旧
貸
し
付

け
の
金
利
引
き
下
げ
や
、
商
店
街
支
援
、

補
助
事
業
に
お
け
る
優
遇
措
置
な
ど

を
講
じ
た
。

　

引
き
続
き
、
国
や
市
町
村
、
商
工

会
・
商
工
会
議
所
等
の
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
必
要
な
支
援
を
行
っ
て

い
く
。

問
　
被
災
し
た
農
林
漁
業
者
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
く

の
か
。

答　

県
で
は
、
被
災
し
た
農
林
漁
業
者

が
安
心
し
て
経
営
を
継
続
し
て
い
け
る

よ
う
、
運
転
資
金
や
施
設
の
復
旧
資
金

を
無
利
子
で
借
り
ら
れ
る
融
資
制
度

を
発
動
し
た
。

　

さ
ら
に
、
被
災
し
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
、
畜
舎
等
の
農
業
施
設
や
、
漁
具
倉

庫
等
の
漁
業
施
設
を
復
旧
す
る
た
め

に
要
す
る
経
費
へ
の
助
成
な
ど
、
被
災

し
た
農
林
漁
業
者
へ
の
支
援
の
た
め
の

具
体
的
な
取
り
組
み
の
実
施
に
向
け
、

鋭
意
検
討
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
に
対
し
て
、
必
要
な
財
政

措
置
を
講
じ
る
よ
う
要
望
を
行
い
、
現

在
、
具
体
的
な
支
援
策
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
て
い
る
。

　

県
と
し
て
は
、
被
災
し
た
農
林
漁
業

者
が
、
一
日
も
早
く
経
営
を
再
建
で
き

る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て

い
く
。

成
田
空
港
の

成

長

戦

略

問
　
成
田
空
港
を
核
と
し
た
千
葉
県

の
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

旺
盛
な
国
際
航
空
需
要
に
対
応
し

た
成
田
空
港
の
さ
ら
な
る
機
能
強
化

は
、
本
県
の
み
な
ら
ず
、
首
都
圏
の
国

際
競
争
力
の
強
化
に
資
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
機
能
強
化
の
効
果
を
周

辺
地
域
に
く
ま
な
く
波
及
さ
せ
て
い
く

た
め
、
ま
ず
は
、
国
や
空
港
会
社
、
地

元
市
町
と
と
も
に
、
産
業
振
興
や
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
、
生
活
環
境
の
向
上
な

ど
の
取
り
組
み
を
進
め
、
「
地
域
の
発

展
」
と
「
空
港
の
発
展
」
が
好
循
環
す

る
空
港
周
辺
の
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

さ
ら
に
、
成
田
空
港
の
さ
ら
な
る

利
用
拡
大
と
、
圏
央
道
や
北
千
葉
道

路
等
の
交
流
基
盤
の
整
備
進
展
に
よ

り
、
人
や
物
の
流
れ
の
活
性
化
が
も
た

ら
す
効
果
を
全
県
の
発
展
に
つ
な
げ
て

い
く
。

児

童

虐

待

防

止

対

策

問
　
県
は
、
「
千
葉
県
子
ど
も
を
虐
待

か
ら
守
る
条
例
」
に
基
づ
く
次
期
基

本
計
画
を
ど
の
よ
う
な
考
え
の
下
に

策
定
し
て
い
く
の
か
。

答　

次
期
基
本
計
画
の
策
定
に
当
た

っ
て
は
、
現
行
計
画
で
定
め
て
い
る
事

項
に
加
え
、
教
育
・
警
察
部
門
に
お
け

る
取
り
組
み
や
、
D
V
対
策
と
の
連
携
、

死
亡
事
例
検
証
結
果
を
受
け
た
取
り

組
み
な
ど
を
新
た
に
盛
り
込
む
予
定

で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
後
の
児
童
福
祉
施
設
の
整

備
や
里
親
の
推
進
な
ど
、
現
在
の
「
千

葉
県
家
庭
的
養
護
推
進
計
画
」
に
代

わ
る
新
た
な
社
会
的
養
育
の
推
進
に

向
け
た
取
り
組
み
を
基
本
計
画
の
中

に
位
置
付
け
、
本
県
に
お
け
る
総
合
的

な
児
童
虐
待
防
止
施
策
を
定
め
た
計

画
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
県
議
会
を
は
じ
め
、
市
町
村

や
関
係
団
体
、
外
部
有
識
者
な
ど
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
具
体
的
な
施
策
推

進
に
向
け
た
取
り
組
み
や
数
値
目
標

な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
、
本
年
度

中
の
策
定
を
目
指
し
て
い
く
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

問
　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー

に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
準
備
を

進
め
て
い
く
の
か
。

答　

本
県
に
お
け
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

1
日
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、

県
内
各
地
域
の
、
で
き
る
限
り
多
く
の

人
々
に
関
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
開
催
都
市
の

東
京
都
に
送
り
出
す
「
千
葉
県
の
聖

火
」
を
採
火
す
る
に
当
た
っ
て
、
県
内

全
て
の
市
町
村
に
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の

方
法
で
火
を
お
こ
し
て
も
ら
い
、
そ
れ

ら
を
1
つ
に
集
め
た
上
で
、
リ
レ
ー
を

行
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
、
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
、
障
害
の

あ
る
人
や
外
国
人
な
ど
を
は
じ
め
、
多

く
の
人
々
に
参
画
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

準
備
を
進
め
て
い
く
。

水
災
害
に
対
す
る

防
災
力
の
向
上

問
　
災
害
リ
ス
ク
を
周
知
す
る
た
め
の

浸
水
想
定
に
つ
い
て
、
主
な
災
害
ご
と

の
進
捗
は
ど
う
か
。

答　

県
で
は
、
津
波
、
高
潮
、
洪
水

に
よ
る
被
害
の
リ
ス
ク
周
知
の
た
め
、

「
想
定
し
得
る
最
大
ク
ラ
ス
の
外
力
」

に
よ
る
浸
水
想
定
区
域
図
を
作
成
し

て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
津
波
と
東
京
湾
沿
岸
で

の
高
潮
に
対
す
る
浸
水
想
定
区
域
に

つ
い
て
は
、
昨
年
11
月
に
公
表
し
た
。

　

ま
た
、
河
川
の
洪
水
に
対
す
る
浸
水

想
定
区
域
に
つ
い
て
は
、
26
の
水
位
周

知
河
川
に
つ
い
て
順
次
公
表
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
令
和
2
年
度
末
ま
で
に

全
て
の
水
位
周
知
河
川
の
公
表
を
行

う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

早
期
に
水
災
害
に
よ
る
浸
水
想
定

区
域
が
公
表
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

教

育

問

題

問
　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
い
じ
め
を

許
さ
な
い
学
校
風
土
の
向
上
を
ど
う

図
っ
て
い
る
の
か
。

答　

い
じ
め
を
許
さ
な
い
学
校
風
土
を

醸
成
す
る
た
め
に
は
、
教
職
員
が
毅き

然ぜ
ん

と
対
応
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
子
ど

も
た
ち
自
身
が
傍
観
者
と
な
ら
ず
、
具

体
的
に
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
い
じ
め
の
場

面
を
想
定
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
全
て

の
児
童
・
生
徒
に
配
付
し
、
「
友
達
に

ど
の
よ
う
な
言
葉
を
掛
け
た
ら
よ
い

か
」
な
ど
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が

主
体
的
に
考
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
行

動
す
る
力
を
育
て
て
い
る
。

　

併
せ
て
、
10
月
か
ら
は
、
学
校
に
お

け
る
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
出
前
授
業

を
行
い
、
自
他
の
人
権
を
守
る
と
の

観
点
か
ら
、
い
じ
め
の
防
止
を
子
ど
も

た
ち
に
訴
え
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。

　

今
後
と
も
、
児
童
・
生
徒
へ
の
継
続

的
な
指
導
に
努
め
る
と
と
も
に
、
教
職

員
へ
の
研
修
の
充
実
を
図
り
、
い
じ
め

を
許
さ
な
い
学
校
風
土
が
し
っ
か
り
根

付
く
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

代
表
質
問
か
ら

被災した地域の様子
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（
二
面
よ
り
続
き
）

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に

関
す
る
条
例

◆
そ
の
他（
２
件
）

▽
財
産
の
処
分
の
変
更

▽
和
解

〈
議
員
提
出
〉

◆
条
例
の
一
部
改
正

▽
千
葉
県
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
条
例

可
決
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議

▽
令
和
元
年
台
風
15
号
に
関
す
る
意

見
書

▽
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
お
い
て

子
供
た
ち
に
広
く
参
加
す
る
機
会
を

設
け
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

▽
水
産
業
の
体
質
強
化
を
求
め
る
意
見
書

▽
高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援
と
移
動
手

段
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

▽
太
陽
光
発
電
の
適
切
な
導
入
に
向
け

た
制
度
設
計
と
運
用
を
求
め
る
意

見
書

▽「
千
葉
県
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
条

例
」の
改
正
に
伴
う
児
童
虐
待
防
止
対

策
の
さ
ら
な
る
強
化
を
求
め
る
附
帯

決
議

可
決
さ
れ
た
議
案
・
発
議
案

◆
令
和
元
年
度
補
正
予
算
関
係（
６
件
）

▽
一
般
会
計（
２
件
）

▽
特
別
会
計（
４
件
）

◆
条
例
の
一
部
改
正（
５
件
）

▽
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
く
本
人
確

認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る

条
例

▽
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例

▽
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の

利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に

関
す
る
条
例
及
び
住
民
基
本
台
帳
法

に
基
づ
く
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及

び
提
供
に
関
す
る
条
例

▽
県
が
管
理
す
る
県
道
の
構
造
の
技
術

的
基
準
を
定
め
る
条
例

▽
建
築
基
準
法
施
行
条
例

◆
条
例
の
整
備

▽
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

◆
条
例
の
整
理

▽
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に

係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め

問　

手
賀
沼
周
辺
に
生
息
す
る
コ
ブ

ハ
ク
チ
ョ
ウ
に
よ
り
農
業
被
害
が
生

じ
て
お
り
、
今
後
、
生
活
被
害
の
発
生

も
懸
念
さ
れ
る
が
、
柏
市
な
ど
周
辺

の
自
治
体
に
対
し
て
、
県
は
ど
の
よ

う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

県
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
手
賀
沼
周

辺
の
柏
市
・
我
孫
子
市
・
印
西
市
・
白

井
市
と
打
ち
合
わ
せ
の
場
を
設
け
る

な
ど
し
て
、
各
市
の
被
害
実
態
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
被
害
対
策
を
実
施

す
る
上
で
の
課
題
に
つ
い
て
、
情
報
共

有
を
図
っ
た
。

　

ま
た
、
各
市
が
農
業
被
害
や
生
活

被
害
へ
の
対
策
を
円
滑
に
実
施
で
き

る
よ
う
、
鳥
類
に
関
す
る
知
見
を
持

つ
民
間
事
業
者
な
ど
の
情
報
を
提
供

す
る
他
、
県
内
外
の
自
治
体
に
お
け

る
対
策
事
例
の
紹
介
な
ど
も
行
っ
て

い
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
手
賀
沼
周
辺

の
各
市
の
意
向
を
聞
き
な
が
ら
、
適
切

な
支
援
に
努
め
て
い
く
。

問　

今
後
、
成
田
空
港
の
国
際
線
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答　

国
で
は
、
首
都
圏
の
国
際
航
空
需

要
は
今
後
も
増
加
す
る
と
予
測
し
て

お
り
、
成
田
空
港
の
さ
ら
な
る
機
能
強

化
は
も
と
よ
り
国
際
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
さ
ら
に
強
化
す
る
よ
う
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
空
港
会
社
の
中
長
期
経
営

構
想
で
は
、
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
徹

底
強
化
を
戦
略
方
針
と
し
、
ア
ジ
ア

路
線
の
拡
大
や
北
米
路
線
の
再
構
築

な
ど
に
よ
り
、
２
０
２
１
年
度
に
国
際

線
就
航
都
市
数
を
１
１
５
都
市
か
ら

１
３
５
都
市
以
上
に
拡
大
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
。

要
望　

県
と
し
て
も
、
長
期
的
な
ビ
ジ

ョ
ン
に
立
っ
て
、
明
確
な
目
標
を
掲
げ

て
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

問　

羽
田
空
港
の
国
際
線
３
・
９
万
回

増
枠
に
伴
う
成
田
空
港
お
よ
び
本
県

政
策
へ
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
分
析

し
て
い
る
の
か
。

答　

羽
田
空
港
に
お
い
て
来
年
３
月

末
か
ら
国
際
線
が
３
・
９
万
回
増
枠

す
る
こ
と
に
伴
い
、
一
部
米
国
航
空

会
社
が
既
存
路
線
を
成
田
空
港
か
ら

羽
田
空
港
に
移
行
す
る
と
発
表
し
て

い
る
。

　

空
港
会
社
で
は
、
今
回
の
羽
田
の
国

際
線
増
枠
に
つ
い
て
、
成
田
空
港
に
一

時
的
な
影
響
は
出
る
も
の
の
、
中
長
期

的
に
は
旺
盛
な
首
都
圏
の
航
空
需
要

を
満
た
す
た
め
、
発
着
回
数
は
今
後

も
増
加
す
る
と
分
析
し
て
い
る
。

　

県
と
し
て
は
、
成
田
空
港
は
本
県
の

経
済
発
展
を
図
る
た
め
の
重
要
な
核

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
さ
ら
な

る
機
能
強
化
の
実
現
と
空
港
周
辺
の

地
域
づ
く
り
に
向
け
て
四
者
で
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

〜
空
港
ゾ
ー
ン
編
〜

地
域

ト
ピ
ッ
ク
ス

 

（
一
般
質
問
よ
り
）

成田国際空港（提供：成田国際空港株式会社）

水田の穂をついばんでいるコブハクチョウ

〜
東
葛
・
湾
岸
ゾ
ー
ン
編
〜

問　

県
民
生
活
の
復
旧
・
復
興
に
向
け

て
、
県
は
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

答　

国
に
対
し
、
引
き
続
き
、
財
政
支

援
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ

れ
た
県
民
の
生
活
再
建
、
農
林
水
産

業
・
中
小
企
業
の
経
営
再
建
に
向
け

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
う
な
ど
、

復
旧
・
復
興
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
。

問　

今
回
の
台
風
に
際
し
て
、
県
民
へ

の
広
報
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。

答　

さ
ま
ざ
ま
な
広
報
媒
体
を
複
合

的
に
活
用
し
な
が
ら
広
報
を
行
う

と
と
も
に
、
市
町
村
が
実
施
す
る
生

活
関
連
情
報
を
報
道
機
関
に
提
供

し
、
新
聞
を
通
じ
て
県
民
に
お
知
ら
せ

し
た
。

問　

台
風
15
号
に
よ
っ
て
、
社
会
福
祉

施
設
に
お
い
て
も
、
多
く
の
被
害
が

発
生
し
て
い
る
が
、
県
と
し
て
ど
の
よ

う
な
支
援
を
行
っ
た
の
か
。

答　

台
風
通
過
後
、
各
施
設
の
被
害
状

況
の
確
認
と
と
も
に
国
等
関
係
機
関

と
連
携
し
て
、
食
料
品
や
飲
料
水
等
の

補
給
に
努
め
て
き
た
。

　

今
後
は
、
施
設
の
被
害
復
旧
を
第
一

総
務
防
災
常
任
委
員
会

総
合
企
画
企
業
常
任
委
員
会

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

と
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
施
設
の
防
災
力

を
高
め
る
た
め
の
自
家
発
電
設
備
の

整
備
等
に
つ
い
て
、
国
に
財
政
的
支
援

を
要
望
し
、
そ
の
動
向
を
踏
ま
え
て
県

と
し
て
も
必
要
な
対
応
を
取
っ
て
い
き

た
い
。

問　

台
風
15
号
に
よ
り
大
量
に
発
生

し
た
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
係
る
市

町
村
へ
の
支
援
に
、
こ
れ
ま
で
ど
う
取

り
組
ん
で
き
た
の
か
。

　

ま
た
、
今
後
の
対
応
は
ど
う
か
。

答　

災
害
廃
棄
物
の
処
理
が
迅
速
に

進
む
よ
う
業
界
団
体
に
協
力
を
要
請

し
、
県
内
の
事
業
者
を
活
用
し
た
処
理

体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
市
町

村
の
要
請
に
応
じ
て
延
べ
8
0
1
名
の

職
員
を
派
遣
し
、
仮
置
き
場
の
運
営

や
収
集
運
搬
の
支
援
を
行
っ
た
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
被
災
し
た

市
町
村
が
国
の
補
助
制
度
を
適
切
に

活
用
で
き
る
よ
う
、
補
助
金
申
請
に
際

し
必
要
と
な
る
災
害
廃
棄
物
処
理
実

行
計
画
の
作
成
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

問　

台
風
被
害
を
受
け
た
中
小
企
業

へ
の
支
援
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

の
か
。

答　

県
で
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資

金
の
発
動
を
は
じ
め
、
金
融
面
・
経
営

面
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
支
援
策
を
被
災
中

小
企
業
へ
周
知
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
被
災
地
に
職
員
を
派
遣

し
、
国
な
ど
の
関
係
機
関
と
合
同
で
説

明
会
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

県
で
は
、
職
員
が
被
災
地
に
出
向

環
境
生
活
警
察
常
任
委
員
会

商
工
労
働
常
任
委
員
会

農
林
水
産
常
任
委
員
会

き
、
台
風
被
害
を
受
け
た
農
林
漁
業

者
か
ら
、
現
場
の
課
題
や
要
望
を
直

接
聞
く
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ
た
が
、
そ

の
結
果
を
受
け
、
ど
の
よ
う
な
支
援

を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答　

現
在
、
調
査
結
果
を
取
り
ま
と
め

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
結
果
や
国
の
支
援

対
策
も
踏
ま
え
、
被
災
さ
れ
た
農
林

漁
業
者
が
、
早
期
に
経
営
を
再
建
で

き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
の
検
討

を
速
や
か
に
進
め
て
い
く
。

問　

災
害
復
興
住
宅
資
金
利
子
補
給

は
ど
の
よ
う
な
制
度
か
。

　

ま
た
、
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
期
間

は
、
5
年
に
拘
束
さ
れ
る
の
か
。

答　

台
風
15
号
に
よ
り
被
災
し
た
人

が
、
居
住
す
る
住
宅
の
補
修
等
の
た
め

に
必
要
な
資
金
を
金
融
機
関
か
ら
借

り
入
れ
た
場
合
に
、
市
町
村
と
と
も
に

利
子
補
給
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
期
間

に
つ
い
て
は
、
5
年
に
拘
束
さ
れ
な
い

が
、
利
子
補
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
期
間
は
5
年
と
な
っ
て
い
る
。

問　

台
風
15
号
の
被
害
に
よ
り
、
不

安
を
抱
え
る
児
童
・
生
徒
の
心
の
ケ

ア
に
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
。

答　

10
月
4
日
ま
で
に
、
小
・
中
学
校 

28
校
に
延
べ
42
名
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
等
を
緊
急
に
派
遣
し
、
不
安
を

抱
え
る
児
童
・
生
徒
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
や
、
学
校
で
の
見
守
り
に
つ
い
て

助
言
を
行
っ
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
各
学
校
の
要
請
に
応
じ

て
、
随
時
派
遣
し
、
心
の
ケ
ア
に
万
全

を
期
し
て
い
く
。

県
土
整
備
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

主な質疑から
各常任委員会の

県議会情報を掲載しています。
ぜひご覧ください。
主な掲載内容
●議員の紹介　●傍聴のご案内
● インターネット中継（ライブ・
録画）本会議および予算委員
会（過去3年分視聴可）
●会議録検索　●会議の概要
●議会図書室の利用案内

〈ホームページアドレス〉
http://www.pref.chiba.lg.jp/
gikai/index.html
または、検索サイトで

千葉県議会ホームページ インターネット中継　動画配信中

スマートフォン・
タブレット端末でも
視聴できます。

検 索千葉県議会中継



ちば県議会だより  令和元年［2019年］11月5日（火曜日）

「ちば県議会だより」は、新聞折り込みの他、県庁総合案内、地域振興事務所・県立図書館・博物館などの県の施設、市役所・町村役場などで入手できます。

▼
成
田
空
港

▼
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト

▼
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

▼
R
P
A

▼
京
葉
線
と
り
ん
か
い
線
の
相
互
乗
り
入
れ

▼
民
泊

▼
浦
安
市
域
に
お
け
る
河
川
海
岸
の
高
潮
対
策

▼
県
立
高
校
の
施
設
整
備

▼
過
疎
対
策
の
継
続

▼
地
す
べ
り
対
策

▼
マ
テ
バ
シ
イ
の
ナ
ラ
枯
れ
対
策

▼
環
境
教
育
と
I
C
T
教
育

▼
成
田
国
際
空
港

▼
児
童
虐
待
防
止
対
策

▼
教
育
政
策

▼
農
業
問
題

自民党

林
はやし

　幹
もと

人
ひと

 議員
（成田市）

9
月
30
日（
月
）

自民党

宮
みや

坂
さか

　奈
な

緖
お

 議員
（浦安市）

10
月
1
日（
火
）

自民党

川
かわ

名
な

　康
こう

介
すけ

 議員
（鴨川市・南房総市・安房郡）

自民党

小
こ

池
いけ

　正
まさ

昭
あき

 議員
（成田市）

▼
地
下
水
の
継
続
利
用

▼
在
宅
医
療
の
提
供
体
制

▼
県
立
高
校
で
の「
居
場
所
カ
フ
ェ
」

▼
教
育
現
場
の
働
き
方
改
革

▼
官
民
格
差
是
正

▼
仮
称「
湾
岸
バ
イ
パ
ス
」

▼
ひ
き
こ
も
り
の
高
齢
化
と
長
期
化

▼
受
動
喫
煙
対
策

▼
子
供
を
ふ
や
す
政
策

▼
児
童
虐
待
防
止

▼
朝
鮮
半
島
情
勢
を
踏
ま
え
た
本
県
の
対
応

▼
予
防
医
療

▼
手
賀
沼
周
辺
に
生
息
す
る
コ
ブ
ハ
ク

チ
ョ
ウ
に
よ
る
農
業
被
害
等

▼
児
童
相
談
所

▼
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
ラ
ン
ナ
ー

▼
電
話
de
詐
欺

▼
防
災

▼
子
育
て
支
援

▼
就
職
氷
河
期
世
代
へ
の
支
援

▼
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
免
許
更
新
時

千葉民

入
いり

江
え

　晶
あき

子
こ

 議員
（佐倉市・印旛郡酒々井町）

平和党

西
にし

尾
お

　憲
けん

一
いち

 議員
（船橋市）

無所属

田
た

沼
ぬま

　隆
たか

志
し

 議員
（四街道市）

自民党

中
なか

沢
ざわ

　裕
ひろ

隆
たか

 議員
（柏　市）

10
月
2
日（
水
）

公明党

仲
なか

村
むら

　秀
ひで

明
あき

 議員
（船橋市）

▼
台
風
15
号
の
被
害
対
策

▼
県
と
市
町
村
の
間
で
の
土
地
の
貸
借

▼
路
線
バ
ス
の
維
持

▼
児
童
虐
待

▼
気
候
変
動
適
応

▼
手
賀
沼
の
環
境
保
全

▼
手
賀
沼
湖
岸
堤
防
整
備
事
業

▼
ひ
き
こ
も
り
対
策

▼
台
風
15
号
の
対
応
の
遅
れ
と
課
題

▼
佐
倉
市
水
道
料
金
に
関
わ
る
疑
問

▼
酒
々
井
町
馬
橋
再
生
土
崩
落
問
題

▼
オ
ス
プ
レ
イ
木
更
津
暫
定
配
備

▼
東
京
８
号
線

▼
児
童
虐
待
対
策

▼
青
少
年
の
健
全
育
成

▼
臨
時
的
任
用
講
師

▼
東
葉
高
速
鉄
道

▼
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
の
駆
除

▼
県
立
八
千
代
広
域
公
園

▼
少
年
犯
罪

自民党

岩
いわ

井
い

　泰
やす

憲
のり

 議員
（印西市・印旛郡栄町）

千翔会

水
みず

野
の

　友
ゆう

貴
き

 議員
（我孫子市）

市民ネ

伊
い

藤
とう

 と
と

し
し

子
こ

 議員
（佐倉市・印旛郡酒々井町）

自民党

木
き

名
な

瀬
せ

 訓
くに

光
みつ

 議員
（野田市）

10
月
3
日（
木
）

自民党

茂
も

呂
ろ

　剛
つよし

 議員
（八千代市）

▼
防
災
対
策

▼
農
業
問
題

▼
入
札
制
度

▼
医
療
問
題

▼
台
風
15
号
被
災
者
救
援

▼
消
費
税
10
％
増
税

▼
児
童
虐
待
防
止
の
取
り
組
み

▼
新
松
戸
駅
東
区
画
整
理
事
業

▼
農
業
振
興

▼
道
路
・
交
通

▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

▼
防
災

▼
義
務
教
育
に
お
け
る
A
L
T
活
用

▼
千
葉
県
立
特
別
支
援
学
校

▼
買
い
物
弱
者
問
題

▼
無
電
柱
化
の
推
進

▼
被
災
し
た
医
療
・
福
祉
施
設
へ
の
対
応

▼
消
防
職
団
員
の
災
害
対
応

▼
停
電
に
よ
る
信
号
機
滅
灯
へ
の
対
応

▼
医
療
的
ケ
ア
児
と
家
族
へ
の
支
援
策

自民党

伊
い

藤
とう

　和
かず

男
お

 議員
（香取市・香取郡神崎町・香取郡多古町）

共産党

み
み

わ
わ

　由
よし

美
み

 議員
（松戸市）

自民党

髙
たか

橋
はし

　秀
ひで

典
のり

 議員
（旭　市）

自民党

佐
さ

藤
とう

 健
けん

二
じ

郎
ろう

 議員
（習志野市）

10
月
4
日（
金
）

千葉民

鈴
すず

木
き

　陽
よう

介
すけ

 議員
（四街道市）

質
問
項
目
は
、主
な
項
目
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
項
目
は
、千
葉
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

千
葉
県
議
会
　
質
問
項
目
　

9
月
　

検
索

一
般
質
問

▼
都
市
基
盤
整
備

▼
少
子
高
齢
化
対
策

▼
教
育
問
題

▼
防
災
備
蓄

▼
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消

▼
子
ど
も
の
貧
困
対
策

▼
高
齢
者
虐
待
防
止
対
策

▼
医
師
確
保
対
策
事
業

▼
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

▼
更
生
保
護
活
動

▼
教
育
問
題

自民党

石
いし

井
い

　一
かず

美
み

 議員
（鎌ケ谷市）

立憲民

安
あん

藤
どう

 じ
じ ゅ ん こ

ゅん子 議員
（松戸市）

自民党

阿
あ

部
べ

　紘
こう

一
いち

 議員
（千葉市稲毛区）

◎台風15号による被害状況等
　9月9日の早朝に本県を直撃した台風15
号は、県内10地点で観測史上1位の最大瞬
間風速を記録する等、これまで経験したこ
とのない暴風雨により県内の広い範囲に甚
大な被害をもたらしました。
　被災された方々や、現在も不自由な思い
をされている方々に、心よりお見舞いを申
し上げます。
　この台風では、送電線の鉄塔が倒壊する
等、電力網が大きな被害を受けたことによ
り、広範囲での停電や、これに伴う断水がい
まだに解消されない事態となっています。
　さらに、鉄道の運転見合わせや、電話等が
つながりにくいといった混乱も重なり、県民
の皆さまの生命や生活を脅かす状況となっ
ていることを、深刻に受け止めております。
　こうした状況を踏まえ、県では、自衛隊への
災害派遣の要請や、医療機関等の発電機に必
要な燃料の確保などの応急活動に取り組む
一方で、東京電力に対しては、電力の早期復旧

を全力で実現するとともに、県民への正確な
情報提供を要請しているところです。
　また、農林水産業においては、ビニールハ
ウスの倒壊などの被害が県内全域にわたる
ことや、被害額が極めて大きいことから、国
に対して、特段の支援を求めるとともに、県
としても独自の支援を検討してまいります。
　その他にも、被災した医療機関や中小企業
等に対する支援、道路の通行止めの解消を
進めるなど、県民の皆さまが、一日も早く、元
の生活に戻れるよう、引き続き、全庁一丸と
なって、取り組んでまいります。

　今回提案いたしました案件は、令和元年
度の補正予算案、各種条例案およびその他
附帯議案の14議案の他、報告3件並びに平
成30年度の決算認定についてです。

◎令和元年度一般会計の補正予算案
　今回の補正予算では、交通事故防止のた
めの安全対策や、防犯対策の充実、児童虐待

に対する初期対応の体制強化、来年に迫っ
た東京オリンピック・パラリンピックに向
けた取り組みなど、喫緊の課題に対応する
他、6月補正予算編成後の状況変化に対応
し、必要な事業費を計上いたしました。
　また、今後の健全な財政運営に資するた
め、財政調整基金や、県有施設長寿命化等推
進基金への積み立てを行います。
　この結果、補正額は89億406万余円で、
補正後の予算規模は、1兆7,699億3,734万
余円となります。
　この他、複数年度にわたる事業について、
早期執行を図るため、新たに111億3,300
万円の債務負担行為を設定します。

　その他、「くらしの安全・安心の確立」な
ど主な事業・提案された議案の概要につい
て説明がありました。知事あいさつの全文
は、県ホームページでご覧になれます。

千葉県議会　知事あいさつ　 検索
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令和元年12月定例県議会
会期および議事・委員会予定（素案）

月  日 議事・委員会予定 開議時間
11月27日 開会  TV  10：00
12月 3日 質疑並びに

一般質問 TV  〃
4日  〃 TV 〃
5日  〃  〃
6日  〃  〃
9日  〃  〃
10日  〃  〃
12日 常任委員会（商工労働・県土整備） 〃

13日  〃 （農林水産・文教） 〃

16日  〃 （総務防災・健康福祉） 〃

17日  〃 （総合企画企業・環境生活警察） 〃
20日 閉会   13：00

※ 本案はおおむねの日程であり、招集日前の議
会運営委員会で協議されます。
…チバテレで生放送されます。TV
…パソコン、スマートフォンなどで
インターネット中継をご覧にな
れます。


